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= が一 ( F- 4は+4 )

4つは x 9 g
2

= が一 ( y - 2 ) 2

-_- 6つは
y -2 = M とおくと

が- M
2 M= y-2 を 戻す

4つは x 9 g
2

=
= ( つけ M ) ( x- M ) 2

- 6つは
= ( つしな𥫣✗

経✗

因数分解できない
.
.
.

①
ときもある 。

" ② ( つくな ) ( っし な ) +4 (お)
① t ② より

いきなり 手が止まったら
6 つし+98=-6 。 悪芳 まとめる項 を まちがえて

2つし +3は ニ -2 いる ので 別 の組み合わせ
nnt で 再挑戦 b

整数部分 は 11 なので

次 の 不等式 を 満たす 。

11 EFI < 12 例○ A の 整数部分 を

1 2 1 E 72( く 144
し 全辺 2乗 考える。

1 2 1 144 L 全辺 ÷ 7 Ft < F < F
7
- E つし く

T
"

2 ;
H

. H
. なのでF = 2

.

・ ・ ・ となる
17 .
2 20

.
5 J

が 整数部分
i. つに 18.19.20

の興/



答えの分数 は
5 と 16 の 公倍数

1 2 と 9 の 公約数

最小 となる ので 分母は 1 2 と 9 の 最大公約数 3

分子は 5 と 16 の 最小公倍数 80 Iy

分母 の 5 と 16 両方 約分 したい ので

分子 は 5×16=80 という解き方
でも よい 。分子 の 1 2 = 3 ×4 , 9

= 3 × 3 を

約分 したい ので 共通 した 3 を

分母におく 。

( 階級値 × 度数 ) の和
平均値 =

20

45×3+55×3 +65×6+75×5

+ 85×2+95×1
=

20

階級値 は
、
〇以上

= 1 3 30 ÷ 20 = 66.5 (点 )
Trek △ 未満 の 場合

、

階級値 =

○※
④ 40以上 50未満

40妻 = 45



③ 3 2
°

i>
32
°④

I Dn >

① A を 通り l に平行な 直線 を 引く 。 ② 78 。

② に 11 M の 錯角 は 等しい ので 780 、_ ⑤ 350

③ 1802148
'

= 32
° 〉

④ l / U の 金音角 は 等しいので 32
°

⑤ △ ABC は AB = AC の二等辺三角形なので 2 つ の 底角

< ABC = < A CB = ( 180 - 1 1 0 ) ÷ 2 = 35 °

⑥ < つに 180-(78+35) =
、

駐袗
、

'
= なにが× キー にたった1作でただ

求める面積 は 4 つ分 なので ( 2た4 ) × 4 = 8 た
、𤇾、



/私
、 4 × 2×兀

、
10cm
-o 10cm

展開図 ノ

、
1

4cm

表面積 = 側面積 + 底面積

= 4 × 2 ×兀 × 1 0 + T × 42×24
上と下の 2つ

= 80た +32た = 112た ccui )
-

移動距離 は 4cm以上 8cm 以下 。

4回投げて B に いる の は
、

4cm か 7cm の とき 。

(i) 4cm の とき は
、
全て 裏のとき なので 1通り 。

(ii) 7cm の とき は
、
4回中 どこか で 1回 だけ 裏が出れば

よい ので 4通り 。
以上 5通り

5
4回 の 場合 の 数 は 2

4
= 16 通り -

i
T
→
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f
外に

、_
に

、 新しく できた長方形 の 面積

= もとの 正方形 の 面積 × ji
つ(な しつけ 5) ( ついに ) = えっ( 2

つに 7つ( -60 = ジ( 2

※ 2つに 14 つ( -120 = ル
2

、 つし た 14 つ( -120 = O

( x + 6 ) ( K- 2 0) = 0

x = -6,20

つ( 7 0 より つに 20 2䒑y

図 に 表す こと で 立式 しやすく なる !

最後の行 の 解の 正誤判断

まで 行う こと で 正解 と なる 。
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(I) 折っ て 重なる ので

△ BEC 三 △ BAC

CD = つ( cm とする と
、

EC = A C = 4 一つ( cm となり

「や △ A CD で 三平方 の定理より 7 = 87(

4- K
つに I3

( 4 - x )
2
= 32 + x 2

7d
、 B 1 6 - 8 ついった が 水 |

CDT.org

(2)

事
_

△ AED で 3:45 となり

AE = 5cm なので

j 」 BE = で cm = AB

'

1 1
25

j し/ △ ABC = 卦故事 = 或
よ

△ A CD = j × 3 × I
△ AED い △ CEB なので

) = デ = 岩25 - C
⑤ よ

以上より斑 が
四角形 ABCD = 事 t 事

④

BC 姿 =弊/
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(1) B君 が 加えよう とした 食塩 の量 を Ag 、
捨 2た食塩水 の 食塩

の量 を bg として 食塩の 量 で 等式 を 作る と
、

20

6 0 + A - b = (300+60+9) × T
- b

300+59=360 + a

A = 15 .

i 加えた食塩 は 15
9.org

(2) (君 が C g の 食塩水 を捨て
、 dg の 食塩 を

② を ① に代入し
加えた と する と 、 食塩水の量 は

、

6d- d = 6 0

300 +60 - C t d = 3 00 5 d = 60

C - d = 60 . . . ① d = 1 2

食塩の 量 は 、

60 2 0 に 加えた食塩は
60 -

36 。
- C + d = 300 ×

T

凸、C = 6 d . . . ②

イ可 について の 方程式を

立て 2いる か を 明らか に して作ろ う 」
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(1) y = 9つに は A (-4.4 ) を 通る

ので 代入 して 4=9×16

竺×

(2) B ( b , 本 的 な ので

も 1。
2
-4

1 ( b t 4 ) ( b -4 )

(-4.4) 、

<へー
傾き =

Ft 〒メロ +41
g

= I ( b - 4) で (-44 ) を
「 ( !

( b.IM
1、 通るので

[ 4 入り 4 = ICD -4 ) × に4 ) + 切片
4+b

切片 = b
.
、 高さ = b

S = (4 + b ) × b = 事が2b.org

(3) た に +2 b = 2

b
2
+ 4b -4 = 0

b =
-4 ± <

→
←1 × は世

=
-4導 =

- 4等 = -2±2た

b > 0 より b = -2+2た
-


